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· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

· モップの洗濯ですが、水曜日のシーツ交換日に一緒に持っていき洗濯場へ出し、準夜帯でシーツ類と一緒に洗濯場より持ってくる事とします。

· 深夜で作業療法実施チャートを見てフローシートへ記入する仕事があります。記入漏れが見られるため、確実に行う様気をつけてください。

· 給食委員会への意見として

1 粥食の用意がされていない事がある

2 テーブル用の布巾が用意されていなかった

3 魚が固いと患者様から話があった(乾いている)

4 床用モップ濡れている(絞られていない)

　　→栄養課に聞いたら誰が行うのかわからないと言われた

5 レストランへトリゾンを置くとの話だったがいつ置くのか

6 テーブルタオルがしっかり絞られていない事がある

· 申し送り日誌の確認する物品を増やしました。増えた物は活動用の缶(はさみ類)、裁縫箱、包丁の缶、体温計、チャッカマンです。各項目の数は蓋に記載しているので揃っていたらＯＫをつけ、体温計は本数を記入して下さい。各勤務帯で確認し、事故の無い様にしましょう。

· 浅野　秀子様～明日の朝退院となります。記録物の再点検をお願いしま　　　　

す。

· 皮膚科診察にて

　　　五日市　公様～湿疹　デキサメサゾン　２Ｔ　２×１　７日間

　　　　　　　　　　(１６日朝～)　→　来週受診

　　　佐々木　善孝様～次回診察にあわせて２０日(月)準夜時、左足のベンチ腫へ大きめにスピール膏貼って下さい。

＜注目患者様ケース検討＞

江刺家　恵子様

　　プログラム時、レース編みへは興味を示し積極的に取り組んでいますが、

運動となると「出来ない」と話し拒否されます。本人へ運動の必要性話し、昼食後の下肢の筋力トレーニング、体育館でのダンベル(ペットボトル)体操、廊下歩行６分を続けていく事を本人と決めています。廊下歩行ですが、土日は休みとなっており、日曜は日中も臥床傾向にあり、歩行を勧めるが本人拒否。行動範囲を広げる目的として、土日外への散歩を勧めていきたいと思います。

三上　勇様

　本日レストランでメロンが喉に詰まらせる事あり。息をしておりチアノー

ゼない為怒責し出すよう促すと、２回に分けてすぐにメロンを吐かれてい

ます。呼吸異常なく、チアノーゼもありません。本人「しゃっくりと一緒

になって吸い込んだ」と話しています。

　　　　　　　　　　　　　　　↓

今回は自力で出す事が出来ましたが、今後このような事が起こらないとも

限りません。こういう場合のスタッフ対応を再確認しています。

異物による気道閉塞の対処

　手順　①突然、首あたりを掴むような動作をしたらチョーキング(喉つまり)の可能性がある。

　　　　②喉が詰まったか尋ね喋れるか判断する。

　　　　③離せない、強く咳き込めない、あるいは高温の雑音がしたら素早く対処する。

　　　　④スラスト(＝ハイムリック法)を施す。

・患者の背後に立ち、腹部に両手を回す。片手で拳を握り、親指側を患者の臍のすぐ上に当てる。

　　　　　　・もう片方の手で拳を掴む。

・内側、上方へ素早く押し込む。

・内臓損傷のリスクの高い方法ではあるが患者の呼吸が戻るまでこれを繰り返す。意識を失ったら通報し、ＣＰＲ(心肺蘇生法)

　　　　　に切り替える。換気を試みる前に気道に異物が無いかチェックし　　

　　　　　除去する。

・患者の呼吸が戻った場合でも、内臓損傷の可能性があるので病院受診をさせる。当院では胸部レントゲンの指示を仰ぐ。

＜川端Ｄｒケースカンファ＞

　　浅野　秀子様～本人より手術への不安は聞かれないが、排泄に関する訴えは変わらず聞かれています。

　　小坂　君子様～今回の外泊前後、変わった様子はみられません。最近同室者へ関する妄想が増えてきています。これから本格的に薬剤調整を行なっていくとの事。

　　横山　耕生様～外泊の前後は変わった様子みられません。秋頃退院に向けて焦らずゆっくりと外泊訓練を行っていく予定です。肛門周囲の痛みについては便が固く排便時痛の可能性あり先週カマを処方。本人は「良くなった」「変わらない」等話が変わって聞かれています。煙草に関しては１５本へ減らすと本人話していましたが守る事出来ています。

　　村上　元道様～幻聴・妄想に関する訴えは聞かれず、今の薬の量があっている様だが、もう少し減らしていく方向で考えているとの事。

　　吉田　富秋様～体重が２ヶ月の間に４キロ増えています。本人空腹感訴えていますが、ご飯は大盛りにせず、このまま様子観ていきます。

　　平　京子様～本人は服薬自己管理に関して「いいです」と話されています

が、導入の方向で進めていきます。

　　佐々木　淳様～血液検査で血中濃度異常ありませんでした。フラツキが強く見られるためレボトミンを減らしていく予定です。今後脈拍も1回／日測る事とします。

　　柳杭田　かつ子様～本人は眠いと話されるが日中の居眠りは見られず、最近は早朝覚醒も見られなくなりました。

　　　山火　るい子様～シエロンテストの結果血圧低値のため、メトドリンを増やしていきます。

　　　木村　梅子様～シエロンテストを簡略化しもう一度行います。


































